
第 30回雪と遊ぼう：親と子の療育キャンプ 

               ＝ 参 加 者 募 集 ＝ 

第 30回雪と遊ぼう：親と子の療育キャンプ 

要  項 

 

目  的  雪遊びの機会がなかなかもてない肢体不自由児が、 

雪山の中で自然の豊かさを学び、集団生活を通し 

て交流を深める。 

親同士も同時にスキー等を楽しみ、専門家の指導 

のもと、児童の療育について学ぶ機会とする。 

 

期  日  平成３１年１月４日（金）～６日（日） 

      ２泊３日 

 

場  所  八海山麓スキー場（新潟県南魚沼市） 

 

交  通  往復とも新幹線利用（東京駅 集合・解散） 

 

参加対象  肢体不自由児（小学生）２４名 

      保護者        ２４名＜親子で１組＞ 

      キャンプボランティア・スタッフ５２名 

                    計１００名 

 

参 加 費  参加児童・保護者 60,000円＜親子１組＞ 

      （２泊３日の宿泊食費、交通費の実費） 

 

主  催  社会福祉法人 日本肢体不自由児協会 

      公益財団法人 毎日新聞東京社会事業団 

      社会福祉法人 ＮＨＫ厚生文化事業団 

 

 

 

 

申し込み手続き 

 募集期間  受付開始 平成３０年 ９月２０日（木） 

       締め切り 平成３０年１０月２０日（土） 

 

 申込方法  １ 別紙「キャンプ申込書」にご記入の上、郵 

        送にて１０／２０（消印有効）までにお申し 

込みください 

       ２ お手元に「キャンプ申込書」がない場合、 

お電話・メールにてご請求ください 

 

 参加者の選考 応募者多数の場合は、定員、男女比等により 

参加者の選考をさせていただくこともございま 

すので、あらかじめご承知おきください。 

 また、キャンプ中、常時、医療ケアを必要と 

する方（例：気管切開、経管栄養、胃ろうなど）は、 

参加をお断りする場合があります。 

参加決定につきましては、文書により１１月 

初旬までにご通知申し上げます。 

 

全体打合会 １１月２５日（日）１３：００～１６：００、 

      全体打合会を心身障害児総合医療療育センター 

（板橋区小茂根１－１－１０）にて行います。 

医師による健康相談、担当ボランティアとの準 

備についての打ち合わせを予定しています。 

 今から予定に入れておいてください。 

 

 参加費の納入  参加決定通知とともに、参加費納入先の口 

        座名および納入期日をご連絡申し上げます。 

 

 参加の取り消し 事情により参加を取り消す場合は、下記金 

額を取消料として申し受けます。 

         キャンプ前日まで 参加費の３０％ 

         キャンプ当日   参加費の５０％ 

 

保護者の皆様へ 

  お子様の身体に障害があっても、“他の子と同じように、いろ

いろな遊び、スポーツ、学習を体験してもらいたい”、親として

ごくあたりまえの、自然な「我が子の成長」の願いがあります。 

  日本肢体不自由児協会、毎日新聞東京社会事業団、ＮＨＫ厚生

文化事業団は、それぞれの団体の特色をいかして、この願いを実

現すべく「雪と遊ぼう：親と子の療育キャンプ」を企画しました。

平成 31年初春、お子さんと雪山、スキー、ソリ滑りの体験をし

てみませんか。 

集合・解散について 

  集合 １／４（金）  ８：３０予定 ＪＲ東京駅 

  解散 １／６（日） １７：００予定 ＪＲ東京駅 

雪遊びでできることは？ 

  ☆児童のプログラム 

  ・グループ別雪上プログラム（雪合戦・ソリ滑りなど） 

  ・リフトに乗り頂上へ ・雪上キャンプファイヤー など 

  ☆保護者のプログラム 

  ・かまくら作り ・スキー教室 ・療育セミナー など 

  ☆親子でのプログラム 

   ・雪上大運動会 など 

キャンプ生活は？ 

 ・キャンプ期間中は、お子様と保護者の方の宿舎は別となり 

プログラム活動も基本的に別となります 

 ・お子様の移動・食事・入浴等の生活面、雪上プログラム等 

のお手伝いは、研修を重ねたキャンプボランティアが担当 

します 

 ・必要に応じて家庭訪問をさせていただく場合があります 

 ・キャンプには健康管理のため医療スタッフも同行します 

※申し込み・問い合わせ  社会福祉法人 日本肢体不自由児協会 中央療育相談所 

  〒173-0037 板橋区小茂根１－１－７ ＴＥＬ：０３－５９９５－４５１４ ＦＡＸ：０３－５９９５－４５１５ 

  ＨＰ http://www.nishikyo.or.jp   e-mail：soudan@nishikyo.or.jp  ※折り返し、申込書を添付します 

http://www.nishikyo.or.jp/
mailto:soudan@nishikyo.or.jp


♪ 参 加 者 の 声 ♪ 

～ 昨年度（２９ＷＨＣ）思い出文集より抜粋 ～

                                   

 

   はじめての雪キャンプで友達と一緒で楽しかったです。 

   リーダーのみんなと一緒にソリやおひめさまだっこスキーしたり、雪だるまを 

  作りました。 

   スパゲッティがおいしかったです。 

                            参加児童：小６女児 

 

 

 

        ぼくは、冬休み最後の三連休にＷＨＣの冬キャンプに行きました。 

        一番楽しかったことは、ソリに乗ってスノーモービルに引っ張ってもらっ 

た事です。最初はスピードがおそかったけど、と中からスピードが速くなっ 

たのでびっくりしました。 

 次に楽しかったことは、リフトに乗って頂上まで行って、上からソリで 

すべってきた事です。頂上からすべる事ができて楽しかったです。 

 つきたてのもちを食べれたので良かったです。特にみたらし味のもちが 

おいしかったです。 

 初めて経験する事ばかりでたくさんの友達やボランティアさん達と遊べ 

て楽しかったです。 

                    参加児童：小５男児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ぼくはついてはいないけれど、おもちの事が一番良かったと思います。 

        つきたてのおもちはあまり食べる事ができなくて、「もちってこんなにおい

しいんだな」と思いました。 

               参加児童：小６男児 

 

 

 

 とっても楽しい３日間だったね。 

 はじめての東京駅、新幹線。 

 そり遊びもよかったけど、スノーモービルが最高だね。 

 お姉さん達とのお泊まりも楽しかったな。 

 また行きたいね。 

                        参加児童：小２女児 

 

 親子参加のキャンプ、貴重な時間を過ごすことができました。 

 こどもにとっても楽しい時間となりましたが、親としては、障害のある 

子を育てながら頑張っている、お父さんお母さんに直接出会うことができ 

て、自分も頑張れる気がしてきました。 

                         参加児童保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


